
＝受診時に必要







受精

2.3ｃｍ

テイクアップ

＃）排卵の前に性生活が必要

卵子は８時間で寿命



＃）タイミング法（排卵の予測）

①　基礎体温の確認　

②　尿検査＝排卵検査薬

　（排卵させるホルモン＝黄体化ホルモン）

③　頚管粘液検査（羊歯状結晶形成の有無）

　　（セックス後では、ヒューナーテスト）

④　超音波検査（卵胞チェック）



受精の機序

①　卵胞が十分に成熟（２ｃｍ以上）

②　精子の状態が良好

③　タイミングがあっている

④　テイクアップがうまくいく
　　（精子を含んだ卵管采が排卵時の
　　　卵巣を包む）



①
②

③



排
卵
→

（尿検査）



＃）　子宮頚管粘液検査（乾燥させる）



＃）　経膣超音波検査



＃）　精　子　の　侵　入

ヒューナーテスト→





2.3
cm

2.3
ｃｍ

2.3
ｃｍ

黄体化ホルモン
（排卵させるホルモン）

卵胞刺激ホルモン
（卵胞を育てるホルモン）

黄体ホルモン
が産生される

＃）　卵巣の性周期的変化



＝受診時に必要



＃）受精卵は約５日くらいで子宮に運ばれて着床
着床→絨毛形成→絨毛性ゴナドトロピン→妊娠反応陽性（受精後２週間後）

受精

着床絨
毛
→
胎
盤



＃）　卵管　子宮内膜



＃）着床期チェック

①　基礎体温が、高温相

②　超音波検査（子宮内膜が厚い）
　（卵胞は、排卵後縮小し、
　　　黄体形成）

②　血液検査
（黄体ホルモン＝プロゲステロン）













人工授精



体外受精



顕微授精＝顕微鏡下での受精





広島市内の体外受精施設 遠方の体外受精施設
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